
R4.10.1再編

新旧対照表（案）

新 旧

図 4-1 後志地域の広域交通を担う鉄道及び高速・路線バスネットワーク
※市町村営を除く

P46・図4-1 P46・図4-1

※1：R4.10.1～胆振線は大滝本町東団地～喜茂別間を廃止
※2：R5.10.1～北海道中央バスに代わり、美国～神威岬間は積丹町が「積丹町生活交通バス（通称：しゃこバ

ス）」を運行
※3：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地域海岸線（通称

：しおかぜライン）」を運行
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図 4-1 後志地域の広域交通を担う鉄道及び高速・路線バスネットワーク
※市町村営を除く

※1：R4.10.1～胆振線は大滝本町東団地～喜茂別間を廃止
※2：R5.10.1～北海道中央バスに代わり、美国～神威岬間は積丹町が「しゃこバス」を運行

R4.10.1再編

○北海道後志地域公共交通計画の一部を次のとおり改定する。
資料６ー２

R4.3.31廃止



新旧対照表（案）

新 旧

P47・図4-2、P53・図4-7（再掲） P47・図4-2、P53・図4-7（再掲）

図 4-2 後志地域の広域交通ネットワーク（概況）【2024（令和6）年３月時点】
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図 4-2 後志地域の広域交通ネットワーク（概況）【 2024（令和6）年３月時点】

※：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地域海岸線（通称：
しおかぜライン）」を運行



新旧対照表（案）

新 旧

P54・図4-8 P54・図4-8

※1：利用者数等の数値は、2019.4-10（新型コロナウイルスの感染拡大前）の平日平均
※2：利用者数は、利用区間に関わらず当該路線に乗降した人数（補助要件の輸送量【平均乗車密度×運行回数】とは異なる）
※3：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地域海岸線（通称：しおかぜ

ライン）」を運行

※1：利用者数等の数値は、2019.4-10（新型コロナウイルスの感染拡大前）の平日平均
※2：利用者数は、利用区間に関わらず当該路線に乗降した人数（補助要件の輸送量【平均乗車密度×運行回数】とは異なる）
※1：利用者数等の数値は、2019.4-10（新型コロナウイルスの感染拡大前）の平日平均
※2：利用者数は、利用区間に関わらず当該路線に乗降した人数（補助要件の輸送量【平均乗車密度×運行回数】とは異なる）
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ニキバス



新旧対照表（案）

新 旧

P55・表4-3 P55・表4-3
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※1：路線名、運行区間は2021（令和3）年夏ダイヤ（4月～9月）に基づく
※2：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地域海岸線

（通称：しおかぜライン）」を運行

※路線名、運行区間は2021（令和3）年夏ダイヤ（4月～9月）に基づく



新旧対照表（案）

新 旧

P56・図4-9 P56・図4-9
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ニキバス



新旧対照表（案）

新 旧

P61・表4-6 P61・表4-6

※1：路線名、運行区間は2021（令和3）年8月時点
※2：2021（令和3）年9月以降、岩宇地区（岩内町、共和町、泊村、神恵内村）、積丹町及び余市町でバス運行実施

6※路線名、運行区間は2021（令和3）年8月時点



新旧対照表（案）

新 旧

P62・表4-7 P62・表4-7
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※路線名、運行区間は2021（令和3）年8月時点※1：路線名、運行区間は2021（令和3）年8月時点
※2：2021（令和3）年9月以降、岩宇地区（岩内町、共和町、泊村、神恵内村）、積丹町及び余市町でバス運行実施

※1：路線名、運行区間は2021（令和3）年8月時点
※2：2021（令和3）年9月以降、岩宇地区（岩内町、共和町、泊村、神恵内村）、積丹町及び余市町でバス運行実施



新旧対照表（案）

新 旧

8

P112・図6-6P112・図6-6

※4：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地域海岸線
（通称：しおかぜライン）」を運行

図 6-6 岩宇地区の公共交通 図 6-6 岩宇地区の公共交通



新旧対照表（案）

新 旧

P132 P132

R6 R5

【市町村単独】

①
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新旧対照表（案）

新 旧

P133 P133
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2024（令和6）年9月までの神恵内線
廃止以降、岩宇4町村がバスの運行主
体となっている。町村営バスは、国
庫補助等を活用するほか、必要に応
じて停留所やダイヤを調整するなど、
住民等の移動実態やニーズを踏まえ
た公共交通サービスを維持していく。

R6 R5

①

〈2024（令和6）年9月まで〉
神恵内線
【広域生活交通路線】

〈2024（令和6）年10月以降〉
岩宇地域海岸線（通称：し
おかぜライン）
（岩宇4４町村営バス）



新旧対照表（案）

新 旧

P134
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【市町村生活バス】

新設



新旧対照表（案）

新 旧

P134→135・図8-2 P134・図8-2
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）

〈神恵内～泊～岩内〉［岩宇４町村営バス］
2024（令和6）年9月までの神恵内線廃止以降、岩宇4町村がバスの運行主体となって
いる。町村営バスは、国庫補助等を活用するほか、必要に応じて停留所やダイヤを調
整するなど、住民等の移動実態やニーズを踏まえた公共交通サービスを維持していく。

①]



新旧対照表（案）

新 旧

P135
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岩宇地域海岸線（通称：しおかぜラ
イン）(岩宇４町村営バス）

(村営バス）

R6

※

※R6.9.30まで神恵内線を運行しているため、必要に応じて協議に参加する。

P135→136

①

①



新旧対照表（案）

新 旧

P147
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p150

※4 当地域において運行されている高速バス及び主に広域交通を担う路線バスのコロナ後通常期
の平日の利用者数を合計（付属資料p150～参照）

P147→148


